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　固相反応法（７００[℃]、48[h]焼成、大気雰囲気下）でBi と Ba,Ca,Sr,Mg の複合酸化物を作製する
事が出来た。　Bi とMgの複合酸化物は報告例が無かったが、合成が可能であり、可視光領域の光
によって活性を示す事が分かった。　同一条件で焼成した場合、可視光領域での光触媒活性は
Sr>Ba>Ca>Mgの順であり、 Ba と Biの複合酸化物にKを加えると結晶構造内にKが入り、可視光領
域において、光触媒活性が向上する。活性向上のための割合は、5%が最適である事が分かった。

